
日 曜日 行事予定 日 曜日 行事予定
1 木 身体計測/内科健診14時頃～ 17 土
2 金 身体計測/スイミング(ひまわり・たんぽぽ) 18 日 父の日
3 土 19 月 衛生検査の日
4 日 歯と口の健康週間 20 火 安全の日(地震→火災)
5 月 衛生検査の日 21 水 体操教室（すみれ・ひまわり・たんぽぽ）英会話教室(ひまわり・たんぽぽ)

6 火 保育参観(もも)※1家庭2名迄 22 木 食育(とうもろこしの皮むき)
7 水 保育参観(ゆり)※1家庭2名迄体操教室/英会話教室 23 金 スイミング(ひまわり・たんぽぽ)
8 木 保育参観(さくら)※1家庭2名迄 24 土
9 金 スイミング(ひまわり・たんぽぽ) 25 日

10 土 時の記念日 26 月 衛生検査の日・6月保育料口座振替日2回目
11 日 ファミリーデー/入梅 27 火 たんじょうかい
12 月 衛生検査の日/6月保育料口座振替日1回目 28 水 体操教室（すみれ・ひまわり・たんぽぽ）
13 火 べんとうのひ(動物園すみれ～たんぽぽ)　 29 木
14 水 検尿容器配付/みやざき中央支援学校中学部2年生交流会 30 金 スイミング休み
15 木 検尿提出9:30までに/ピーマン収穫体験(たんぽぽ)
16 金 スイミング　(ひまわり・たんぽぽ)　　　　　　　　

 

★7月・8月の予定★　7/6(木)七夕まつり（園児と職員）7/15(土)職員研修(勤務の調整等お願いいたします)8/12
（土）・14（月）・15（火）～特別保育（弁当、おやつ持参、延長保育なし）お盆の間は、仕事で家庭保育ができ
ない場合のみ保育をします。家庭保育のご協力をお願いします。
※毎週月曜日は「衛生検査の日」です。爪が伸びていないか等、土曜日・日曜日に確認してください。

★ おしらせ ★

保育教諭の長友ひとみが、都合により5月末で退

職し、看護師の後藤愛優が仲間入りします。よろし

くお願いします。

年長児は就学を見越した生活リズムが大切になってきます。他の園児も規則正しい生活が

病気になりにくい健康な身体づくりにつながっていきます。園生活がスムーズに送れるよう、

また、就学してから子ども自身が困らない為にも下記についてご協力をお願いします。

◎ 朝ご飯は家でしっかり食べてから登園を！
登園する車中で朝食を済ませたり、朝食を食べないままの登園では、食事のマナーを教える機会を

奪います。何も食べずに登園すると遊んだり活動したりする事にも集中できません。 食事については、

子どもだけではどうすることもできないため、保護者が意識して家で食べる習慣をしっかり身につけて

あげてください。親子でゆとりを持って起床し、朝ごはんをしっかり食べることで胃腸の動きが活

発になり、朝食後に排便する習慣がつきます。

◎ 家を出る前には排泄を済ませてから登園を！
登園してすぐトイレに駆け込んだり、朝のオムツを変えずに登園する子どもさんがいます。規則的な排

泄をする習慣を身につけるためにも 必ず家で排泄(オムツ交換)を済ませてから登園させてください。

◎ 8時50分までの登園を！
遅れて登園すると、ともだちの中に入りにくく、しばらく気分がのれずに過ごす子どもや、

遅れてきた子どもがクラスに入ると、保育の進行を中断することになります。子どもさんや

クラスのともだちのためにも、登園時間の配慮をお願いします。

晴れて汗をかく程の日や雨が降って肌寒い日もあり、天気の移り変わりが多い時期ですが、室内や戸外に関

係なく子どもたちは色々なあそびを楽しんでいます。5月はヘルパンギーナに罹患する子どもが多く、また夏風

邪も少々みられるようです。感染症予防の基本は十分な手洗いです。食事前やトイレの後の手洗いなど、ご家

庭でも指導をお願いします。
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島之内保育園

★ワーク代★

6月保育料口座

振替時にワーク

代を徴収します。

ひまわりぐみ

★ あせも ★

汗かきで、肌が弱く皮膚疾患になりやすい場合は、起床後

にシャワーを浴びてから登園することで、ずいぶん疾患の予防

になります。今からの季節は、あせもや虫刺されからとびひに

なると、登園できなくなる場合もありますので、早めの対応をし

てください。

★ 送迎について ★

登降園時は、子どもが一人で駐車場を移動することがないよう、大

人が子どもの手を必ず繋いでください。小さな子どもは、車のバック

の際等死角となり非常に危険です。

★ 園で体調が悪くなったら… ★

園で体調が悪くなり、連絡しても仕事の都合等ですぐに迎えに来れない場合は、

他のご家族にも連絡を取っていただき、早く来ることができる人がお迎えに来て

ください。お迎えに来る間、職員が付きっきりになると、他の園児の保育が手薄

★ 思いをきちんとことばにできる ★

ーー 子どもの「話す力」はゆっくりと育っていきます。子どもに寄り添い、

一緒に楽しい時間を過ごす習慣が子どもを伸ばします ーー

家庭での働きかけが、子どもの話す力、思いを言葉にして伝えていく力を伸ばします。

言葉を紡ぎだすために必要なことは3つあります。

①まずは、子どもにとって話しやすい雰囲気があること。

家族がギスギスしていたり、大人の側に聴こうとする姿勢がなければ子どもから言葉は出てきません。

②表現するための語彙(言葉)をたくさん与えていくこと。

絵本を読むなど、言葉に触れる機会を増やすことで、語彙は増えます。

③伝えたい話の中身(コンテンツ)を持たせていくこと。

想像力を育むような五感と体を使ったあそびをしたり、楽しい経験をすることで誰かに伝えたい思い

が募ります。

ーー 親子の楽しい時間が子どもを変える ーー

3つのことを心掛けつつサポートしていても、子どもと楽しい時間を共有せずして本物の話す力はつ

きません。ただイベントに連れだしたり、おもちゃを買ってあげたりと、一方的に与えるだけでは不十分

なのです。1日のうち短い時間でもいいので、一緒にあそんだり、読み聞かせをしたりする時間を大切

にしましょう。その時あなた自身も楽しめるといいですね。言葉の力は人とのやり取りの中で培われま

す。親と子がともに過ごす時間に会話を重ねることで、子どもの話す力はぐんぐん伸びていくでしょう。

★ JAピーマン収穫体験6/15

(たんぽぽ）★

JA宮崎中央によるピーマン収穫

体験をさせていただきます。今年も、

四本松の上岡さんのハウスです。

☆ ファミリーデー ☆

6/11は園独自の「ファミ

リーデー」とし、自分を大切

に育ててくれる方へ、感謝の

★ おねがい ★


